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本作で舞台として扱い、あるいは言及した地域の名称は、執筆の最中であっ

た2020年から、出版を迎え年が明けた2022年初頭の今に至るまで、悲しい

ニュースとして常に報道され続けています。果たして自分がこの小説を書いた

「意味」とはなんであったのか、と途方に暮れることもしばしばでした。

しかし本作を書き終えた私は、少なくともこれら無数の悲しみを他人の事と

して自分自身から切り離すことができなくなりました。私個人にとっては、それが

「意味」であったようにも思えます。

この度は「キノベス！2022」第1位に選出いただき、まことにありがとうござ

いました。

紀伊國屋書店様のウェブサイトは、書影が出る前からトップページに本作の赤

いバナーを表示していただき、大変嬉しい驚きを覚えた記憶があります。また、

発売直後の書店巡りでは、各店舗の皆様に熱い感想をいただき、あるいは手書

きのポップや作品解説など、素晴らしい展開を直に見て驚喜いたしました。

小説が売れるのは作家一人の力量ではなく、書店員の皆様の力強い後押しが

あってのことと感謝申し上げます。

また、本作の出版をめぐっては、各書店で主要参考文献一覧に記載した書籍

を中心に、「関連書物を併売する」というあまり類例がないキャンペーンをして

いただき、こちらも盛り上がりをみせております。私

自身、膨大な参考資料に支えられて小説を書き上

げた身ですから、それらの売り上げに貢献すること

ができれば大変嬉しく思います。

そして、もしも私の小説を読んでくださった読者

の皆様が、それをきっかけに、過去と現代を問わ

ず、現実の戦争を想起し、そこに生じる人間の痛

苦に思いを致すということがあるならば、自らの行

為が無駄ではなかったと信じることができます。

圧倒的な現実を前に、文学の力は非力ではあっ

ても無力ではないと信じて。

逢坂冬馬  あいさか とうま
1985年生まれ。明治学院大学国際学部国際
学科卒。本書で、第11回アガサ・クリスティー
賞を受賞してデビュー。埼玉県在住。

ⒸHiroshi Hayakawa
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「キノベス！」は過去1年間に出版された新刊を対象に、
紀伊國屋書店で働く全スタッフから公募した推薦コメン
トをもとに選考委員の投票でベスト30を決定し、お客
様に全力でおすすめしようという企画です。今年は17
名の選考委員が全社から集まった応募コメントを熟読し、
ベスト30を決定しました。
当社のスタッフが自分で読んでみてほんとうに面白いと
思った本ばかりを自信を持っておすすめします。店頭で、
ぜひお手にとってご覧ください。

価格表記は全て税込です。

逢坂冬馬
早川書房 2,090円

『同志少女よ、
 敵を撃て』

隅から隅、何から何まで傑作。新しい冒険世界の幕開けの
鐘が鳴り響いています。女が生きる、世界を生き抜く物語
をこんなに私は待っていたんだ……と知りました。今も尚、
彼女たちの血が私の身体にもどんどん流れ込んで沸騰し続
けています。その血の色は世界中の燃え尽きる事のない
祈りの炎の色です。 安倍香代／ゆめタウン徳島店

独ソ戦の中でスナイパーとなった少女たちの物語。セラ
フィマがスコープを覗く時、私達も一緒にそこでそれを覗
いているだろう。みなぎる緊迫感の中で。全ての人が戦争
に巻き込まれ、もがく。その苦しみ、悲しみをも描いた反
戦歌ともいえる一冊。 伊藤稔／名古屋空港店

引き金を絞る瞬間の描写に息をのむ。独ソ戦、女性の従
軍、真の敵……物語の中には他にも色々あるけれど、狙
撃の瞬間そこにあるのは「無」なのだ。他には何もない。
ただ「無」だけがあるその瞬間を、戦争が「私」すら奪うそ
の瞬間を見てほしい。 香川幸恵／ゆめタウン廿日市店

読み終わったあと、どうかもう一度、タイトルの意味を考
えてみてください。「敵」とは誰のことなのか。セラフィマ
が何のために戦い、何のために生きていこうと決意したの
か。本を閉じるときには、彼女が最後に見つけた風景を、
あなたも一緒に見ているはずです。
 西村睦美／福岡本店

背景が戦争であるも重たすぎず、ただエンタメ小説の枠で
は納まりきらない壮大な何かが心で沸き立つ！　戦火で足
掻くちっぽけな存在の指先から魂にまで刻まれるその衝撃
と計り知れない重み、何のために戦い、何を残し、その結
果、瞳に宿す世界をどうか見逃さないでください。
 豊永大／グランフロント大阪店

ドイツ兵に家族と故郷を奪われた少女・セラフィマは、復
讐のため狙撃手となり激戦地スターリングラードへ向かう
……フルスロットルで繰り広げられる怒涛の展開は一気読
み必至！　政治や戦争に人生を大きく狂わされた人々の姿
が余りにも哀しい。「敵」という言葉に込められた意味を深
く考えさせられます。 佐貫聡美／和書販売促進部

小 説第 1 位



朝井リョウ
新潮社 1,870円

『正欲』

読む前と後で世界を見る目ががらりと変わってしまい、もう読む
前の認識には二度と戻れない恐ろしい小説。あまりに衝撃が強
いので「読んでみて！」と気軽には勧められないけど、文学でしか
体験できないショックを受け止める覚悟のある読者はぜひ。
 千葉拓／ららぽーと横浜店

これを読んだ後、なにも読めなくなった。 原口葵／梅田本店

みんなそうだから？　みんながやっていることだから？　今までの
「常識」が粉々に崩れていく。なんだかんだ言って結局、自分
の想像力の範囲内でしかものを見ていないじゃないか――。打
ちのめされた。それでも、この本に出会えてよかった。そうで
なければ、到底気づけなかった。 吉田咲子／徳島店

小 説第 2 位

佐藤究
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2,310円

『テスカトリポカ』

一年でどの本が一番良かったかを即答できる年のほうが少ない。
今年は『テスカトリポカ』があったから稀な年だ。こんなにも危
険な起爆剤がすぐ手の届くところにあるのに、もう全国にばら撒
かれてしまったのに、あなたはなぜ手にしない？
 臼井沙輝子／新宿本店

酷いし、惨いし、許されない内容……なのだけど！　お……面
白い！　読むの止められないっ！　これ程の凄惨な内容、娯楽度、
中毒性で『合法』なのはありがたい。小説の面目躍如だろう。
禍々しく黒光りする怪作。 生武正基／新宿本店

圧倒的傑作。読後の充実感今年最高作。すでに山本周五郎賞と
直木賞を受賞しているのでもはや何も言うことはないけど、佐藤
究さんの他の作品も、ものすごいのでぜひ読んでほしい。
 千葉拓／ららぽーと横浜店

小 説第 3 位
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一穂ミチ
講談社 1,650円

『スモ－ルワ－ルズ』

これは絶対に推薦しないと！　物語に見え隠れするキラキラ
したもの。誰かの人生の一部を見ているよう。無意識に
怒って涙して、喜んで涙して。なんでこれが１冊なの？　気
持ち的には６冊分の想いが詰め込まれている。ああ、神
様！　新しい出逢いに感謝いたします！ 小川由起／笹塚店

小 説第 4 位

西加奈子
新潮社 2,035円

『夜が明ける』

心に体当たりしてくるような文章、というのだろうか。痛い。
それでも読むのをやめられなかった。救いようのない暗闇
の中にいるようでも、どうか自分を追い込まないで。光の
気配だけは確かに感じる。こんな時代だからこそ、ぜひぜ
ひ手に取っていただきたい一冊です。 吉田咲子／徳島店

小 説第 5 位

僕のマリ
柏書房 1,540円

『常識のない喫茶店』

ずっと「お客様が気持ちよく帰っていただける接客」が理想
でした。いや、今でもそう思います。でも、自分が嫌な気
持ちになるような理不尽なお客様にも、それは必要なのだ
ろうかという思いが湧いてきた頃に、この本に出会いまし
た。本当に読めてよかった。固定概念がぐるんと覆りまし
た。 浅野加奈子／オーロラタウン店

エッセイ第 6 位

ホリ－・ジャクソン　訳：服部京子
東京創元社 1,540円

『自由研究には向かない殺人』

ミステリーの素晴らしさ、楽しさがぎゅうぎゅうに全部詰
まっています。初めてミステリーに出会った頃、楽しくて
興奮してもっと読みたくて眠れなかった夜を思い出し、主
人公と一緒にラストまで駆け抜けました。王道であり新し
く、素晴らしい翻訳と瑞々しい空気。あぁ、ずっとずっと読
んでいたいです。 安倍香代／ゆめタウン徳島店

小 説第 7 位

この本の出版を知ったときから、これはキノベスに推薦せ
ねば！　と直感していた一冊（もちろん刊行後すぐに読破し
た）。章題の一つに「よくわかりましたね」とあるが本当に
その通りで、書店員とはまた違う角度で本のプロフェッショ
ナルである図書館員の皆さんへ、心からのリスペクトと
エールを送りたい。 花田葉月／デジタル情報営業部

福井県立図書館
講談社 1,320円

『100万回死んだねこ
 　覚え違いタイトル集』

エンタ ー テイメント第 8 位

綾崎隼
ポプラ社 1,870円

『死にたがりの君に贈る物語』

本が好きな人たち、本ができる過程に携わっている人た
ち、これから本を読もうと思っている人たちに捧げたい一
作。私たちはこういう小説を皆さまに届けるために働いて
いるのだと思う。本を愛する人たち全員に手に取ってもら
いたい。 辻本彩／梅田本店

小 説第 9 位

井戸川射子
講談社 1,815円

『ここはとても速い川』

この本を読んでいると、泣いてしまう、というより、涙が
出てしまいました。そして、それはとても自然なことのよ
うに思えて、僕はただ涙を拭って本を閉じるのですが、本
棚には仕舞うことができずに、枕元に置いてしまいました。
 猪股康太／国分寺店

小 説第 10 位

原田マハ
幻冬舎 1,760円

『リボルバー』

ゴッホという太陽を追う向日葵のような人生を、ゴーギャン
は過ごした。そして、リボルバーの謎に迫る冴もまた、真
相を追う向日葵であった。全ては過去の話。ただ、だから
こそ、リボルバーのごろっとした存在感が妙に生々しい。
 米本教助／学校教育ＩＣＴ推進センター

小 説第 11 位

たらちねジョン
秋田書店 各660円

『海が走るエンドロ－ル』

“好き”に情熱を持って楽しむ事に年齢や性別、環境は関係
ない。“創造の海”を目の前にして生まれる衝動や葛藤に
向き合う主人公達がなんだか眩しく羨ましい気持ちになり
ました。創作をしている人、してみたい人、してみたかっ
た人、老若男女……様々な人に刺さる事間違いなしです。
 田島沙季／札幌本店

コミック第 12 位



加藤俊徳
ダイヤモンド社 1,430円

『１万人の脳を見た名医が教えるすごい左利き
� 「選ばれた才能」を１２０％活かす方法』

左利きへのあこがれがある
左利きの人をみるとみんな賢く見える
左利きはやっぱりいいことだらけなんだ
左利きになりたくなる本
完全右利きを悔やむ…… 宮崎るみ子／加古川店

社 会第 14 位

荒井裕樹
柏書房 1,980円

『まとまらない言葉を生きる』

誰もが享受するはずの“ふつう”の生活を手にするために、
理不尽な力へ抗うマイノリティの人々。その声は、とても
力強く、魅力的だ。
言葉が蔑ろにされる時代に息苦しさを感じる人たちへ、私
はこの本を届けたい。 池田匡隆／ゆめタウン下松店

エッセイ第 15 位

砥上裕將
講談社 1,705円

『７．５グラムの奇跡』

視能訓練士という仕事があることを初めて知った。普段、
生活していると「見えること」が当たり前に思えてしまうけ
ど、実は「見えること」がどれだけありがたいことなのか、
ということを改めて考えさせられた。不器用だけど、まっす
ぐであたたかい視能訓練士に感謝。 北村通英／国分寺店

小 説第 16 位

サメ映画、それは日本に芽吹いた1つのジャンル。名作
『ジョーズ』を筆頭に空を飛んだり頭を増やしたりと、設
定と勢いだけで誕生したのでは？　という作品たち。そん
なサメ映画の虜になった我々を満足させる唯一の本、それ
がサメ映画大全。 岡田和香奈／前橋店

知的風ハット
左右社 2,200円

『サメ映画大全』
映 画 評 論第 18 位

織守きょうや
文藝春秋 1,870円

『花束は毒』

人が死なないミステリーを生まれて初めて読みました。ミ
ステリー＝殺人が定説だと思い込んでいたので、固定概念
がひっくり返されました。読むなら、何も事前情報を入れ
ないで欲しいです。邪念は捨てて純粋にストーリーを追っ
てください。ラストは恐怖と痛いくらいの鳥肌しか感じませ
ん。 海老原歩未／新宿本店

小 説第 19 位

しおたにまみこ
ブロンズ新社 1,210円

『たまごのはなし』

最初ひんやりとした美しい姿に魅かれたが、読み進めるう
ちにたまごのあまりの身勝手さに震えた。さらに読み進め
ると不本意ながら親近感がわき、もしかしたらこのたまご
は私の中にもいるかもしれないと思いはじめる。こわいこ
わい。でもくせになる。そして何度も読むことになる。
 竹下心／ゆめタウン博多店

児 童 書第 20 位

ケイシ－・マクイストン　訳：林啓恵
二見書房 1,518円

『赤と白とロイヤルブル－』

登場人物のスキルの高さやちょっと現実離れした設定が
ティーン向け小説のようであるが、だからこそティーンたち
にこの物語を今一番ホットなロマンス小説として読んでもら
えたなら、未来は今よりすこし生きやすくなるかもしれない
と思えてしまう本。 牧野美沙都／入間丸広店

小 説第 21 位

見えないものに目を凝らすとき、そこにはなにもないはず
なのに、「見えないもの」を希求する強い感情と「目を凝ら
す」行為に託された想いが言葉という輪郭のぼやけた形の
なかで光っていて、その光だけは忘れずにいられるように
と願わずにはいられませんでした。 猪股康太／国分寺店

平岡直子
本阿弥書店 1,999円

『みじかい髪も長い髪も炎』
短 歌第 13 位

けられている気がする。時を止めた琥珀のようにずっと忘れ
られていたあの夏。砕け散った時、罪の記憶はいとも簡単
にあの頃に自分を連れ去った。だけど、いくつになってもど
こにいても、大切なものは必ず取り戻せる。自分と向き合
う覚悟ができれば。 平野千恵子／イトーヨーカドー木場店

辻村深月
文藝春秋 1,980円

『琥珀の夏』
小 説第 17 位

辻村深月さんからはいつも、罪に対する罰の重さを問いか
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ヴィクトリア・マス　訳：永田千奈
早川書房 2,640円

『狂女たちの舞踏会』

世間の“常識”にそぐわない女達が集められた精神病院。
女を怖がる男にそれに迎合する女、今よりもずっと閉塞感
を感じていた彼女たちのそれぞれの選択が、静かに余韻を
残す。今まで自分の“普通”を疑って来なかった人にこそ読
んで欲しい。 玉本千幸／新宿本店

小 説第 22 位

川野ようぶんどう
双葉社 各693円

『島さん』

コンビニ夜勤バイトの島さん。ヘルプであちこちの店舗に
行くとか！　接客あるあるもさることながら、島さんを読ん
でいると寒い冬の日にホットドリンクで温まるようなほっと
した気持ちになります。 女川万里奈／金沢大和店

コミック第 23 位

阿部和重
毎日新聞出版 2,200円

『ブラック・チェンバ－・ミュ－ジック』

愛してみたい。誰かを愛してみたい。でもしたいからって
私にはできそうにない。そう思っているのに、手を伸ばし
てしまう。こんなラストを見せられたら愛まで手が届くん
じゃないかと思ってしまう。ずるいほど美しい。孤独や孤
立から手を伸ばした先には優しさと愛があると信じたくなり
ました。 安倍香代／ゆめタウン徳島店

小 説第 24 位

クレメンス・Ｊ・ゼッツ　訳：犬飼彩乃
国書刊行会 3,520円

『インディゴ』

魅惑的謎・異様な構成によって本自体が思考し始め、読む
者から理性を巻き取ることで深層に沈み込んでいく。鮮烈
な景色を浮かび上がらせるのは、フェイクが斑に染め上げ
るフィクションの隙間。これは推理などという行儀の良いも
のではない。しかしそこから推理が始まるのだ。
 當麻卓也／国分寺店

小 説第 25 位

デボラ・フェルドマン　訳：中谷友紀子
辰巳出版 1,980円

『アンオ－ソドックス』
ノンフィクション第 26 位

ヨシタケシンスケ
ポプラ社 1,320円

『あんなにあんなに』

10歳の子どもの母でもこんなに思い出いっぱいで泣ける
のに、あと10年、20年もたって読んだらどうなってしまう
のだろう。いつか我が子も親になって同じ気持ちになって
くれるだろうか。 松倉桑子／新宿本店

絵 本第 27 位

米澤穂信
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 1,760円

『黒牢城』

読み終わって、「あ、これは年末まで返品せんと持っとか
な」と確信。米澤穂信×歴史小説＝想像をはるかに超えた
傑作ミステリでした。 小澤康基／徳島店

小 説第 28 位

金原ひとみ
新潮社 1,870円

『アンソ－シャル ディスタンス』

金原小説の特徴のひとつである同時代性が存分に楽しめる
一冊。ストロング缶、整形、婚外の関係、コロナ禍、激
辛食品……それぞれの短編に横たわるモチーフは全て他人
事ではない。自分の人格のうちの普段は隠しておいている
一部が刺激される、「今」読まなければもったいない小説。
 山田萌果／札幌本店

小 説第 29 位

柚木麻子
小学館 1,980円

『らんたん』

朝ドラや大河ドラマを観ているよう。主人公たちが作ってく
れた「シスターフッド」の延長線上に私たちがいることを教
えてくれた。彼女たちと共に泣き、笑っていた。本当に感
情が揺さぶられ続けた。読了後も忘れられない。胸に灯っ
たこの気持ちを私も誰かと「シェア」したい。
 大森輝美／さいたま新都心店

小 説第 30 位

ユダヤ教の超閉鎖的宗派「ウルトラ・オーソドックス」から
脱出した著者の自伝。厳格な戒律や性差別に牢獄のような
生活を強いられた彼女を救ったのは「物語を読むこと」だっ
た……どんなに困難な状況でも人の心から「想像力」だけ
は奪うことができない――ひとり果敢に道を切り開く著者
の姿に胸打たれる。 佐貫聡美／和書販売促進部



青山美智子
宝島社 1,500円

『月曜日の抹茶カフェ』

登場人物や視点が変わりながらつむがれる12ヵ月の短編
集。どこか自分に重なるところもあるような。覚えがある
ように感じる。心がほっこりしたり、じんわりうるんだり、
人と人のつながりを感じるほっと温まる作品です。幸せな
気持ちになりました。 傳甫雪見／札幌本店

小 説

阿部智里
文藝春秋 1,650円

『追憶の烏』

「墜落の烏」？　と言いたくなるほど、読んだ人のメンタル
が落下する八咫烏シリーズ最新刊。同時発売のコミカライ
ズと合わせて読むとますます心の震えが止まらなくなりま
す。 小野里由美子／前橋店

小 説

五十嵐律人
講談社 1,815円

『原因において自由な物語』

ミステリ好きにはこの作家のおかげで（せいで）ミステリに
ハマったという出会いが絶対にあるはず。私にとってはそ
れが五十嵐律人だ。現実に日々直面している弁護士が作
り出す虚構、巧みな心理トリック。私にミステリの魅力を
教えてくれてありがとう。この本を売ることで恩返しをした
い。 臼井沙輝子／新宿本店

小 説

「ふしぎ現象」 研究会／編　ヨシタケシンスケ／イラスト
マイクロマガジン社 1,100円

『大人も知らない？ ふしぎ現象事典』

そういうことあるよな～とは思っても、なぜだろう？　とは
思わず過ごしていました。どれもふしぎ現象なので、なる
ほど！　というかワクワクしながら読み進めました。
 石田美帆／西武渋谷店

ノンフィクション

イ－ディス・パ－ルマン　訳：古屋美登里
亜紀書房 2,420円

『幸いなるハリ－』

『静観』という短編のうつくしさに言葉を失った。常人には
見えるはずのない色彩が、瞼の裏に焼きついていつまでも
離れない。 田中沙季／小田急町田店

小 説

岩井圭也
新潮社 2,420円

『水よ踊れ』

中国返還前夜の香港、という歴史的転換点を舞台にスリリ
ングな物語がページを追うごとに加速する。文学も芸術も

「境界」から生まれると常々思っているけど、この作品は
まさに「境界人」たちの物語だ。歴史に翻弄されながらも
かすかな希望をつかみとる。胸が熱くなる傑作。
 千葉拓／ららぽーと横浜店

小 説

西井開
集英社 924円

『「非モテ」からはじめる男性学』

「すべての非モテ男性必見！！」　外見・学歴・収入などで問
題のある男性がジェンダー規範や時代の変化で生きづらさ
を感じずにはいられない心理や問題を「非モテ」の観点か
ら解き明かした力作。読んでもモテるようにはなりません
が、それでも悩める全ての非モテ男性に読んでほしい１冊
です。 中川博嗣／mozoワンダーシティ店

社 会

今村昌弘
東京創元社 1,870円

『兇人邸の殺人』

読了後胸いっぱい。遊園地の音楽が読み進めるごとに不気
味で、登場人物の諸々がわかるにつれて胸が苦しくなる。
今村昌弘の掌で転がされまくること間違いなし。
 飯田稚菜／梅田本店

小 説

選 考 委 員 が 選 ぶ！ 2 0 2 1 年 の 収 穫
ベスト30を選んだ選考委員に、キノベス！2022には惜しくもランク外になってしまったものの

個人的にはとってもオススメしたい１冊を挙げてもらいました。

K I N O K U N I Y A  B E S T  B O O K S  2 0 2 2



グアダル－ペ・ネッテル　訳：宇野和美
現代書館 2,200円

『赤い魚の夫婦』

2021年海外文学のダークホース。日々の暮らしの中にあ
る怖ろしさと美しさの描き方が絶妙で、貪るように読んだ。
全力でお勧め致します。 池田匡隆／ゆめタウン下松店

小 説

杉田俊介
大月書店 1,980円

『ジャパニメ－ションの成熟と喪失　宮崎駿とその子どもたち』

「よき観客」であるとはどういうことか。アニメ好きにも批
評好きにもぜひ手に取ってほしい１冊。
 大籔宏一／ゆめタウン徳島店

評 論

西森博之
小学館 各660円

『カナカナ』

人の心が読めてしまう少女カナカと、遠戚でひょんなことか
ら養うことになった元ヤン（？）のマサ。2人が出会って人生
大転換！　って訳ではないけど、周りの人たちと関わりなが
らゆる～りと流れていく作品感が大好きです。
 上野泰儀／福岡本店

コミック

あららぎ菜名
飛鳥新社 1,200円

『東京藝大ものがたり』

奇をてらわない、ほのぼのとした絵柄からは想像できな
かった大青春ノンフィクションコミックエッセイ。美術・芸
術に興味のある人にぜひ読んでいただきたい。かなり読み
応えのある一冊です。勇気をもらえて泣けます。
 星野絵美／アミュプラザみやざき店

エッセイ

奈川トモ
一迅社 各770円

『お前、タヌキにならね－か？』

人間社会に疲れ切ってしまったとき、ページをめくってみて
ください。タヌキ達があなたの心にそっと寄り添ってくれる
はずです。クスッと笑えて、泣けて、ページを閉じたら心
が穏やかになれる。そんな一冊です。
 中野香菜恵／アミュプラザみやざき店

コミック

茶んた　トキメキフラグ委員会
宝島社 1,100円

『明日から使えるトキメキフラグ図鑑』

その斬新さで全米を震撼させた（はずの）『明日から使える
死亡フラグ図鑑』に、待望の続編が登場。今度は「トキメ
キ」がテーマ。なんだか映画で良く見るモテ（？）仕草が満
載です。私はこの本を読んでから、傷口を焼くためのライ
ターを持ち歩くようになりました。
 米本教助／学校教育ICT推進センター

エンタ ー テイメント

情報文化研究所／著　高橋 昌一郎／監修
フォレスト出版 1,980円

『情報を正しく選択するための認知バイアス事典
世界と自分の見え方を変える「６０の心のクセ」のトリセツ』

「真実」はいとも簡単にゆがめられる。自身に都合のいい
ように。ネットで膨大な情報があふれる今の時代だからこ
そ読んでほしい１冊。 田中歩／本町店

心 理

北村紗衣
筑摩書房 902円

『批評の教室　チョウのように読み、ハチのように書く』

ＳＮＳや動画サイトで誰もが簡単に作品批評できてしまう時
代。この本は作品を批評する際の切り口のヒントを丁寧に
教えてくれる教科書です。その素人批評（黒歴史）を投稿
してしまう前に、一回この本読んで考えてみませんか？
 土居沙季／川西店

評 論

傳甫雪見 札幌本店

小野里由美子 前橋店

石井温己 流山おおたかの森店

臼井沙輝子 新宿本店

石田美帆 西武渋谷店

田中沙季 小田急町田店

千葉拓 ららぽーと横浜店

中川博嗣 mozoワンダーシティ店

飯田稚菜 梅田本店

田中歩 本町店

土居沙季 川西店

池田匡隆 ゆめタウン下松店

大籔宏一 ゆめタウン徳島店

上野泰儀 福岡本店

星野絵美 アミュプラザみやざき店

中野香菜恵 アミュプラザみやざき店

米本教助 学校教育ICT推進センター

［事務局］ 
佐貫聡美 和書販売促進部

神谷舞 ブランド事業推進部

柾谷大地 ブランド事業推進部

＜キノベス！2022選考委員会＞ 
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「エルマーの物語を書いたのは、 私ではない

の。 私の中の子どもが書いたの」と、『エル

マーのぼうけん』の作者、 ルース・S・ガネット

さんは言いました。 子どものときの気持ちを思い

出して、 やってみたかったこと、 がまんしていた

ことを、 エルマー少年にやってもらったのだそう

です。 だからエルマーがリュックにつめたのは、

ガネットさんが子どものころに身のまわりにあった 

ものばかり。 今でも家の中を探せば手に入る 

ような品物です。これなら読者の子どもたちも、

いっしょに冒険に出られそうでわくわくしますね。

7人の娘を育てたガネットさんは、 子どもは 

いつだって親の目の届かないところへ行きたが

るものだと言います。 それは自立心が芽生え

てきている証拠で、 上手に見守ってあげるのが 

大事、 と。 けれど今は、 親の目をくぐってどこかへ行くのが難しい時代になって 

きました。 そんなとき、『エルマーのぼうけん』は、「ひとりでやりたい！」と思う 

子どものきもちに応えてくれます。 親の力を一切借りず、 工夫を凝らして困難に 

立ち向かっていくエルマーは、 子どもたちの永遠のあこがれなのではないでしょうか。

家族を大切にするガネットさんは、 エルマーとりゅうが冒険を終えて無事に家族の

もとに帰るまで、 お話を書こうと決めていました。 それで『エルマーとりゅう』『エ

ルマーと１６ぴきのりゅう』へと、 物語は続いたのです。 読者の子どもたちも、 心

行くまで冒険を楽しみ、 エルマーとりゅうが家族のもとへ帰るのを見届けて、 満足

して本を閉じることでしょう。 エルマーが世界中でロングセラーを続けている秘密

は、こんなところにもあるのかもしれません。 日本でもすでに3世代にわたる「子

どもたち」が、この本を読んできました。 今の子どもも昔の子どもも大好きな本。

「特別企画　キノベス！キッズ」の第1位に『エルマーのぼうけん』が選ばれた 

ことは、 作者にとっても子どもたちにとっても、 たいへん幸せなこと

だと思います。

前沢明枝  まえざわ あきえ
翻訳家。早稲田大学・津田塾大学講師。ウェスタン・ミシガン大学で英米
児童文学、ミシガン大学大学院で言語学を学ぶ。訳書に『野生のロボット』

（福音館書店）『ぼくだってとべるんだ』（ひさかたチャイルド）など。

人形劇団プークの招聘で来日したガネットさん（2018年8月）



「キノベス！キッズ 私が抱きしめた一冊」は、
いつまでも残しておきたい、読み継がれて
ほしい、とっておきの児童書・絵本を選ぶ
特別企画です。
こどもの頃、抱きしめた絵本。わくわくし
ながらページをめくった児童書。成長して
から出会った一冊。現在流通している児
童書・絵本を対象に、19名の選考委員
が全社から集まった応募コメントを熟読し、
オールタイムベスト10を決定しました。 
店頭で、ぜひお手にとってご覧ください。

作：ルース・スタイルス・ガネット 
絵：ルース・クリスマン・ガネット 
訳：渡辺茂男
福音館書店 1,320円

『エルマーの�
� ぼうけん』

海 外 児 童 書第 1 位

特別企画

本を読む楽しさを知った本ってなんだっけ？　と思った時に
真っ先に思い浮かんだ本。あのキラキラした、わくわく感。
輪ゴムとガムと歯ブラシで危機を乗り越えるなんてすごくな
い？！ 穴久保香織／仙台店

子どもの時にこの本を読んで冒険に憧れました。困った人
を助けるという気持ち、一人で立ち向かう勇気、ピンチを
切り抜ける知恵、生きていくうえで大切なことをこの本は教
えてくれます。低学年でぜひ読んで欲しい本です。
 福島伸男／アミュプラザおおいた店

かわいそうなりゅうの話を聞きみかん島に行くことにしたエ
ルマー。リュックに詰めたものが全て適材適所で使われて
いくのがジグソーパズルのピースをはめていくようで気持
ちいい！　こんな冒険がしたいと憧れた作品です。
 小島奈津子／湘南営業部

知恵と勇気と優しさを備えたエルマーと一緒に冒険をするう
ちに、空想する力が育って物語に息が吹き込まれ、自分自
身の頭の中の世界が大きく広がります。
 四井志郎／新宿本店

ぼうつきキャンデーにチューインガム、ナイフ、虫めがね、
輪ゴム……、エルマーのリュックのなかみを聞くだけでわく
わくしていた幼児期の思い出の本。今読んでもあそこまで
わくわくしないと思います。これから読むこどもたちがうら
やましい。 粕谷育美／大阪第一営業部

こっそりと船に乗り、りゅう達を助けに行くエルマーの旅
に、いつもわくわくが止まりませんでした。登場する個性
的な動物や不思議な食べ物が魅力的で、斬新なアイディア
でピンチを切り抜けていく面白さも印象に残っています。
 新堂初海／コーポレート営業部



『モモ』
海 外 児 童 書

『どうぞのいす』
国 内 絵 本

第 2 位

第 3 位

作：ミヒャエル・エンデ　訳：大島かおり
岩波書店 880円

作：香山美子　絵：柿本幸造
ひさかたチャイルド 1,100円

発行から40年になる定番名作絵本です。「どうぞ」は素敵な合言葉、
ふと読むといつも温かい気持ちになります。いつでもいつまでも読み返
していたい。 跡邊千香子／玉川高島屋店

やさしさがぎゅっと詰まった、本当に素敵な絵本です。すべての子ども
たちだけでなく、いつの間にか大人になっていた皆さんにもぜひおすす
めしたい一冊。誰もが持って生まれたあたたかさが、目を覚ますはず 
です。 大津山祐季／小田急町田店

大学生の頃初めて読んだ『モモ』。真っ先に思ったのは「子供の頃に読
みたかった！」でした。時間という抽象的概念をファンタジーに変化させ
るというのに目を見張りましたし、同時に大人になると純粋にこの本を

「物語として楽しむ」ことが出来なくなると思いました。だから今、子
供の間に読んで欲しい！ 飯田稚菜／梅田本店

子どもの頃に読んでいても読んでいなくても大人になってからこそ読ん
でもらいたい！　「時間のなさ＝心の余裕のなさ」というシンプルだけど
大事なことを思い出させてくれます。時間どろぼうは実は自分の中にい
るのではないかしら。 三瓶直美／入間丸広店

できるだけ多くの仕事を効率的に「こなせるようになること」がスキル
アップだと思ってきた。スケジュールをぎっちり埋め、いつも時間に追
われ、大事な人に逢いに行く時間を先延ばしするような生活だった。
が、この本を読んで人生が変わった。何度も読み返したい。
 中村紀子／DVD・CD販売促進部

「どうぞのいす」は　ありがとうの気持ちを添えて　次々と登場するおと
もだちのやわらかい表情にも心が癒されますね。 星野和惠／川越店



作・絵：アーノルド・ローベル
訳：三木卓
文化出版局 1,045円

『ふたりはともだち』
かえるくんは、がまくんが春に一緒にいてくれないと寂しい
し、がまくんは、かえるくんが元気がないと寂しい。お互い
を想い合う方法に違いはあれど、二人一緒にすごす毎日が楽
しい。ともだちって大切。 瓜生春子／川越店

海 外 絵 本第 4 位

作・絵：林明子
福音館書店 1,430円

『こんとあき』
あきちゃんとこんの愛と信頼に満ちた関係、林明子さんの可
愛くあたたかい絵、すべてが優しく、ぬいぐるみ大好きな私
の心を今も捉えて離しません。こんが段々喋れなくなってしま
う後半は、胸がぎゅっと切なくなります。大好きで大切な１冊
です。 東奈々恵／梅田本店

国 内 絵 本第 5 位

作：中川李枝子
絵：大村百合子
福音館書店 990円

『ぐりとぐら』
あのきいろいかすてらを食べたい！　卵のからの車に乗りたい！　
ともちろん本気で思っていました。わが子に読み聞かせている
と、大きな卵が落ちていないかドキドキして探し歩いた記憶が
鮮明に蘇ります。同じドキドキをこの先もたくさんのお子さん
に味わってもらいたいのです。 祖父江由紀／徳島店

国 内 絵 本第 6 位

作：岡田淳
絵：太田大八
偕成社 1,540円

『二分間の冒険』
竜とたたかう世界へ行った少年の物語。私にとって、頁をめく
るのももどかしいほどの楽しい読書体験は本書が初めてでし
た。竜とのたたかいなんて、ゲームの中でもできる？　いえい
え、ゲームより楽しい時間を過ごせると保証します。本書との
出会いは、特別な思い出になるはず！ 河本絵美／梅田本店

国 内 児 童 書第 7 位

作：ミヒャエル・エンデ
訳：上田真而子、佐藤真理子
岩波書店 3,146円

『はてしない物語』
想像することの可能性、本を読むことの楽しさ。児童書の魅
力がたっぷりとつまった名作です。装丁の美しさは随一。ま
た、その装丁の意味に気付いた時、本書は読者にとって特
別な一冊になるはず。最後のページで終わると思われた物語
は、本当はひたすら続いていたんですね。その世界観に圧倒
されます！ 河本絵美／梅田本店

海 外 児 童 書第 8 位

作・絵：ヨシタケシンスケ
ポプラ社 1,320円

『あんなにあんなに』

母になり、子の成長はこの上なくうれしく、同時にちょっぴり
さびしいのだと知った。そして、自分も同じように見守られて
きたのだと気づいた。一人でできる事が増えるたび、子は少
しずつ世界を広げ、遠くに歩いていく。ヨシタケシンスケさ
んの絵本はその切なさと素敵さを絶妙な優しさで切り取ってい
る。 門田安奈／ｅコマース事業部

国 内 絵 本第 9 位

作・絵：シェル・シルヴァスタイン
訳：倉橋由美子
講談社 1,650円

『ぼくを探しに』

大人になってからわかる、次の世代に伝えたいこと。
だけどそれはことばにならない。
しかもそれは子どものうちに伝える必要がある。
子どものうちに伝えられたら、大人になってからわかる。
そういう内容の絵本。
大人は子どものうちに読んだというプレゼントを与えるべき。
 生武正基／新宿本店

海 外 絵 本第 10 位



選 考 委 員 が 選 ぶ！� 私 が 抱 きし め た 一 冊
ベスト10を選んだ選考委員に、キノベス！キッズには惜しくもランク外になってしまったものの

個人的にはとってもオススメしたい１冊を挙げてもらいました。

作：斉藤倫　絵：牡丹靖佳
福音館書店 1,650円

『どろぼうのどろぼん』

詩人が書き上げた小説やいかに？ と手に取って度肝を抜
かれました。リズム溢れる言葉で紡がれる少し不思議な物
語。 読んでいる間、まるで海の上を体一つで漂うような
感覚になる浮遊感。そして読後に訪れる悲しみを含む幸福
感。私はこの作品を語れる言葉を獲得出来ないままです。
 花田優子／横浜店

国 内 児 童 書

作・絵：五味太郎
福音館書店 990円

『きんぎょがにげた』

シンプルなストーリーと鮮やかなイラストに目を奪われまし
た。娘があかちゃんだったころに、いっしょに指差ししなが
ら読み聞かせた幸せな思い出込みで大切な１冊です。
 葉石麻実／国分寺店

国 内 絵 本

す。黙々と、淡々と。そして、ゆっくり家で休みます。そ
ういうものに私もなりたい……。
 跡邊千香子／玉川高島屋店

作・絵：フィービ・ウォージントン、セルビ・ウォージントン　訳：まさき るりこ
福音館書店 1,100円

『ゆうびんやのくまさん』

いろんな仕事をしてはたらくくまさん。くまさんシリーズの
ゆうびんやさんです。クリスマスにもくまさんははたらきま

海 外 絵 本

作・絵：のはな はるか
ＰＨＰ研究所 1,540円

『10かいだての�おひめさまの�おしろ』

「子どもの頃にほしかった……！！」と本気でうらやましくなっ
た絵本です。好きなものを選ぶ楽しさを、コーディネートす
る楽しさを、ひとりでも、家族や友人みんなとでも楽しめま
す♪　かわいいがたっぷり詰まった一冊。
 野澤真由／笹塚店

国 内 絵 本

作・絵：ジョン・クラッセン　訳：長谷川義史
クレヨンハウス 1,870円

『どこいったん』

「どこいったん」その一言が最後の最後までドキドキさせま
す。大きなクマが大事な赤い帽子を探しに色んな動物たち
に聞いて回るお話。あらすじだけ聞くと、とってもかわい
い。関西弁の翻訳がとってもほっこり。……本当に？
 石川陽子／流山おおたかの森店

海 外 絵 本

作：コビ・ヤマダ　絵：ガブリエラ・バロウチ　訳：前田まゆみ
パイインタ－ナショナル 1,650円

『もしかしたら　maybe』

急に窮屈な時代になったとき、この本に巡り合いました。
どんな現状でも少しの可能性を諦めちゃいけない。やさし
く背中を押してくれる絵本です。 室和未／仙台店

海 外 絵 本

作：サム・マクブラットニィ　絵：アニタ・ジェラ－ム　訳：小川仁央
評論社 1,430円

『どんなにきみがすきだかあててごらん』

チビウサギがどれだけデカウサギを好きかを伝えようとして
いる姿にほっこりします。 工藤由起子／札幌本店

海 外 絵 本

作：ふくべあきひろ　絵：おおのこうへい
ブロンズ新社 1,650円

『あつまれ！�全日本ごとうちグルメさん』

日本各地のごとうちグルメが集まって、総会を開きます！　
それぞれの県方言で名産や地形も教えてくれます。とにか
く絵が細かいところまで考えられていて、何度見ても新し
い発見があります。読んだお子さんはみんな大好きになる
のです（実証済み）！　もちろん物産展やグルメ番組が何倍
も面白くなります♪ 松田ありか／金沢大和店

国 内 絵 本

作・絵：藤岡拓太郎
ナナロク社 1,320円

『たぷの里』

気付けば、ただ次のタプを無心で楽しみにページをめくっ
ている自分がいます。リズムも楽しい大人から子供まで楽
しめる癒し絵本です。 瓜生春子／川越店

国 内 絵 本

子どもから大人まで、ツボに入ればゲラゲラ笑えること間
違いなし！　登場するキャラクターたちの微妙な表情がクセ
になります。大好きな１冊。 新宮修子／新宿本店



作・絵：かがくい ひろし
ブロンズ新社 935円

『だるまさんが』

新刊として入荷した日の衝撃と感動は今でも忘れられない。
児童書担当をやっていて本当に良かったと頬ずりした。そ
の日以降友人知人に子どもが生まれたと聞いてはプレゼン
トしてまわり赤ちゃんの反応がダントツで良いと皆に喜ばれ
た。こんなにも大人からも子どもからも愛される絵本は他
にはない。 竹下心／ゆめタウン博多店

国 内 絵 本

作・絵：豊福まきこ
ＢＬ出版 1,430円

『おくりもの』

自分の嫌いなところが、実はどこかで活かせるのかもしれ
ない……。そんなメッセージが優しいイラストと暖かいス
トーリーで、心にじんわり伝わってくる。友だちにケガをさ
せてしまう、自分の針が嫌いなはりねずみくんの素敵な「お
くりもの」のお話。 横山彩香／エブリイ津高店

国 内 絵 本

作：西内ミナミ　絵：堀内誠一
福音館書店 990円

『ぐるんぱのようちえん』

おおきなビスケットにあこがれるだけだった子どものころ。
いま読み返すといろんなメッセージが盛り込まれていて泣き
そうになります。 大籔宏一／ゆめタウン徳島店

国 内 絵 本

作・絵：加古里子
福音館書店 990円

『だるまちゃんとてんぐちゃん』

「おともだちのてんぐちゃんが持っているものと似たものが
欲しい」とうったえるだるまちゃんの要望に、選びきれない
くらいの選択肢を出して応えるお父さんだが、だるまちゃ
んは結局、自分で工夫して自分の欲しいものを調達する。
その繰り返しが愛にあふれ、楽しく面白いのです。かこ先
生、大好き！ 中村紀子／DVD・CD販売促進部

国 内 絵 本

作・絵：いとうひろし
講談社 1,100円

『だいじょうぶ　だいじょうぶ』

ぼくの不安を消してくれるおじいちゃんの魔法の言葉「だい
じょうぶ　だいじょうぶ」。小さい頃にこの絵本を読んで、
おじいちゃんの優しさに目が潤んだのを覚えています。大
人になった今でも心に残る、私の大切な1冊です。
 吉弘空瑠美／久留米店

国 内 絵 本

作：松岡享子　絵：林明子
福音館書店 1,430円

『おふろだいすき』

お風呂に入る喜びや楽しさが絵本から溢れ出て心もぽっか
ぽか。無限に広がる湯船と林明子ワールド、仕上げはお
母さんの持つふわふわバスタオル。極上の温もりが詰まっ
た１冊にみんな「おふろだいすき！」と叫ばずにはいられませ
ん。 中村英司／京橋店

国 内 絵 本

作：嵐山光三郎　絵：安西水丸
福音館書店 990円

『ピッキーとポッキー』

絵本の中でおでかけをしてみませんか？　ピッキーとポッ
キーともぐらのふうちゃんはお花見に出かけます。途中で
登場するお弁当や様々な風景にとても心が躍り、春にぴっ
たりで誰もがにっこり笑顔になる作品です。実は最後には
もっと楽しいことが……。 北野実香／泉北店

国 内 絵 本

作・絵：酒井駒子
偕成社 1,100円

『よるくま』

くまの子の登場シーンの可愛さに心を鷲掴みされました。
ほっこりした優しいお話に、読後幸せな気持ちになれる 
1冊。 笹倉宏美／梅田本店

国 内 絵 本

作・絵：すぎはらけいたろう
東京書店 1,408円

『たべるのだあれ？』

どうぶつたちのモグモグたべる表情がなんともおいしそう！　
音まで聞こえてきそうです。私のイチオシ絵本です。
 寺本律子／天王寺ミオ店

国 内 絵 本

工藤由起子 札幌本店　

室和未 仙台店

瓜生春子 川越店

石川陽子 流山おおたかの森店

新宮修子 新宿本店

跡邊千香子 玉川高島屋店

野澤真由 笹塚店

葉石麻実 国分寺店

花田優子 横浜店

松田ありか 金沢大和店

笹倉宏美 梅田本店

中村英司 京橋店

寺本律子 天王寺ミオ店

北野実香 泉北店

横山彩香 エブリイ津高店

大籔宏一 ゆめタウン徳島店

竹下心 ゆめタウン博多店

吉弘空瑠美 久留米店

中村紀子 DVD・CD販売促進部

［事務局］
村山康隆 和書販売促進部

原田千明 ブランド事業推進部

柾谷大地 ブランド事業推進部

＜特別企画キノベス！キッズ選考委員会＞ 





こ
の
た
び
は
、
す
ば
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
編
者
の
岸
政
彦
さ
ん
、

１
５
０
人
の
聞
き
手
さ
ん
と
１
５
０

人
の
語
り
手
さ
ん
、
み
ん
な
で
い
た

だ
い
た
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岸
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、

こ
う
し
た
、
た
く
さ
ん
の
語
り
が
た

だ
並
べ
ら
れ
た
だ
け
の
本
を
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
著

者
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た

め
に
伴
走
す
る
と
い
う
、
編
集
者
の

仕
事
の
根
幹
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て

く
れ
る
、
幸
せ
な
一
冊
で
し
た
。

書
店
は
、
言
葉
の
場
所
で
す
。
言

葉
が
壊
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
日
々
に

あ
っ
て
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
べ
く

書
店
員
の
方
々
は
奮
闘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
、『
東
京
の
生
活

史
』の
企
画
を
進
め
る
う
え
で
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
投
票
い
た
だ
い
た
方
に

も
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
本
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

読
者
の
方
々
や
、
読
者
へ
と
本
を
届

け
て
く
だ
さ
る
出
版
関
係
者
の
方
々

へ
の
信
頼
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑
摩
書
房
第
二
編
集
部

柴
山
浩
紀

こ
の
『
東
京
の
生
活
史
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
語
り
手
の
皆
さ
ま
、
聞
き
手
の
皆
さ
ま
に
、
心
か

ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
40
年
前
か
ら
作
り
た
い
と

願
っ
て
い
た
本
が
、
よ
う
や
く
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
す
。 

こ
の
分
厚
い
本
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
ん
で
も
、「
東

京
」
の
こ
と
は
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の
本
の
ど

の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
、
こ
こ
に
は
「
人
び
と
」
が
生
き
て

い
る
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。
こ

こ
に
並
ん
だ
１
５
０
人
の
人
生
は
、
ど
れ
も
ま
っ
た
く
違
う

も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
ど
こ
か
似
て
い
ま
す
。
み
ん

な
違
う
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
み
ん
な
似
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
正
反
対
の
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
強
く
感
じ
る

本
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
こ
の
世
界
の
構
造
そ
の
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

『
断
片
的
な
も
の
の
社
会
学
』
以
来
、
2
回
め
の
じ
ん
ぶ
ん

大
賞
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
『
東
京
の
生
活
史
』
の
受

賞
を
機
に
、
生
活
史
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
面
白
さ
が
広
ま
れ
ば
、

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岸政彦  きし まさひこ
1967年生まれ。社会学者・作家。立命
館大学教授。主な著作に『同化と他者
化』(ナカニシヤ出版)、『断片的なもの
の社会学』(朝日出版社、紀伊國屋じん
ぶん大賞2016)、『リリアン』（新潮社、
第38回織田作之助賞）など。

岸政彦さん 特別寄稿
大賞『東京の生活史』



大賞

岸
政
彦（
編
）

筑
摩
書
房

 

４
６
２
０ 

円

『
東
京
の
生
活
史
』

売
り
場
で
異
彩
を
放
つ
こ
の
本
は
、

東
京
に
縁
の
あ
る
１
５
０
人
が
辿
っ
た

１
５
０
通
り
の
人
生
を
、
１
２
０
０
ペ
ー

ジ
を
超
え
る
一
冊
に
纏
め
た
も
の
だ
。
聞

き
手
と
語
り
手
の
関
係
性
も
様
々
だ
が
、

余
計
な
説
明
や
レ
ッ
テ
ル
は
一
切
な
い
。

一
つ
の
人
生
を
荒
々
し
く
切
り
取
っ
た
集

合
体
の
よ
う
な
こ
の
一
冊
に
、
並
々
な
ら

ぬ
気
迫
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

 

花
田
葉
月

言
わ
ず
と
知
れ
た「
鈍
器
本
」で
す
が
、

間
違
い
な
く
今
年
の
最
推
し
の
一
冊
で

す
。
語
り
手
た
ち
の
人
生
を
嚙
み
締
め
読

み
進
め
る
う
ち
に
、「
街
」と
は
形
容
で

き
な
い「
東
京
」が
立
ち
現
れ
て
い
く
様

は
圧
巻
の
一
言
。
戯
曲
を
読
ん
で
い
る
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

 

滋
野
峻
也

「
東
京
」と
題
さ
れ
た
楽
曲
は
と
て
も

多
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
都
市
と

し
て
そ
こ
に
生
活
す
る
と
き
に
生
ま
れ
、

流
れ
て
く
る
音
楽
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
般
公
募
さ
れ
た
１
５
０
名
の

聞
き
手
に
よ
る
東
京
の
１
５
０
名
の
語
り

手
の
生
活
史
を
ま
と
め
た
本
著
。
ど
の
話

か
ら
で
も
よ
い
。
ご
一
読
あ
れ
ば
、
そ
こ

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
東
京
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
が
流
れ
て
い
る

の
だ
。
東
京
の
暮
ら
し
を
感
じ
る
た
め
の

楽
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
。

 

伊
藤
稔
／
名
古
屋
空
港
店

東
京
と
い
う
生
活
空
間
を
、
そ
こ
に
生

き
る
人
の
語
り
か
ら
書
い
た
快
作
。
あ
え

て
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
ら
ず
、
読
み

手
が
東
京
と
い
う
空
間
を
思
い
描
く
挑
戦

的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し

い
。
日
本
の
生
活
史
研
究
の
歴
史
に
確
実

に
残
る
一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。

 

高
橋
勅
徳
さ
ん

「紀伊國屋じんぶん大賞」は、おかげさまで12回目を迎
え、今回も読者の皆さまから数多くの投票をいただきまし
た。誠にありがとうございます。投票には紀伊國屋書店社
内の選考委員、社内有志も参加いたしました。投票結果
を厳正に集計し、ここに「2021年の人文書ベスト30」を
発表いたします。

＊ 2020年12月 ～ 2021年11月に 刊 行 さ れた 人 文 書 を 対 象とし、
2021年11月1日～ 11月30日の期間に読者の皆さまからアンケート
を募りました。当企画における「人文書」とは、「哲学・思想、心理、宗
教、歴史、社会、教育学、批評・評論」のジャンルに該当する書籍（文
庫・新書含む）としております。

＊ 推薦コメントの執筆者名は、一般応募の方は「さん」で統一させていた
だき、選考委員は 、紀伊國屋書店一般スタッフは所属部署を併記し
ています。

価格表記は全て税込です。

じんぶんくん紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 2



北
丸
雄
二

人
々
舎

 

２
８
６
０ 

円

川
添
愛

東
京
大
学
出
版
会

 

１
８
７
０ 

円

『
愛
と
差
別
と
友
情
とLG

BTQ

＋  
言
葉
で
闘
う
ア
メ
リ
カ
の
記
録
と
内
在
す
る
私
た
ち
の
正
体
』
『
言
語
学
バ
ー
リ・ト
ゥ
ー
ド  

Round 1  

Ａ
Ｉ
は「
絶
対
に
押
す
な
よ
」を
理
解
で
き
る
か
』

私
は
い
か
に
し
て
私
で
あ

る
か
。
性
別
、
性
的
指
向
、

国
籍
、
外
見
、
社
会
的
地

位
…
…
、
こ
れ
ら
は
果
た
し

て
、
確
固
た
る「
私
」の
要

素
な
の
だ
ろ
う
か
。
誰
し
も

に
内
在
す
る
そ
の
不
安
定
さ

を
抱
き
し
め
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
他
者
と
生
き
て
い
く

か
を
ア
メ
リ
カ
と
日
本
か
ら

探
る
。
自
ら
を
構
成
す
る
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
ら
ぎ

続
け
る
４
４
３
ペ
ー
ジ
。

 

土
井
一
輝

電
車
の
中
で
吹
き
出
し
て

し
ま
っ
た
が
、
構
う
も
の
か
。

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
し
、
皆

ス
マ
ホ
に
夢
中
だ
。
言
語
学

を
志
せ
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や

む
気
持
ち
と
、
知
ら
な
く
て

幸
せ
だ
っ
た
の
だ
と
安
堵
す

る
気
持
ち
が
交
錯
す
る
。
言

語
学
が
な
ぜ
自
然
科
学
な
の

か
の
回
答
は
、
き
っ
と
続
編

で
語
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

 

光
地
竹
生
さ
ん

こ
の
本
を
読
ん
で
い
か
に

ア
メ
リ
カ
が
言
葉
と
行
動

で
闘
い
切
り
拓
い
て
き
た
の

か
、
い
か
に
日
本
は
そ
れ
ら

を
す
っ
飛
ば
し
て
き
て
し
ま
っ

た
の
か
を
思
い
知
り
ま
し

た
。「
私
」の
こ
と
を「
公
」

の
問
題
と
し
て
捉
え
全
力
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ

カ
の
姿
勢
と
パ
ワ
ー
の
凄
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
著
者
・

北
丸
氏
の
経
験
や
想
い
が
沢

山
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
も

読
み
応
え
が
あ
り
、
日
本
が

LG
BTQ

＋
に
対
す
る
形
だ

け
の「
理
解
」を
脱
す
る
の
は

い
つ
に
な
る
の
か
、
で
も
確

実
に
変
化
は
起
こ
っ
て
い
る

と
希
望
が
持
て
る
本
で
す
。

 

片
桐
千
晶
さ
ん

と
に
か
く
魅
力
的
な
こ
の

文
章
を
、
表
情
ひ
と
つ
変
え

ず
に
読
み
進
め
る
こ
と
は
、

き
っ
と
誰
も
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
読
む
場
所
は
慎
重
に

選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が（
公
共
交
通
機
関
な
ぞ
は

も
っ
て
の
外
！
）、
読
み
手
は

選
び
ま
せ
ん
。
本
書
は
言
語

学
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
、
れ
っ
き
と
し

た
人
文
書
だ
と
思
い
ま
す
！

 

林
下
沙
代

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

の
徹
底
し
た
取
材
に
裏
打
ち

さ
れ
た
膨
大
な
事
件
や
出
来

事
へ
の
深
く
鋭
い
視
点
で
展

開
さ
れ
た“
今
の
時
代
”へ
の

著
者
の
思
い
が
圧
巻
。
自
叙

伝
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て

内
容
は
ハ
ー
ド
な
の
に
一
気

に
読
み
ま
し
た
。
今
ま
で
漠

然
と
思
っ
て
い
たLG

BTQ

＋
の
活
動
に
対
す
る「
何

故
？
」が
本
当
に
丁
寧
に
答

え
ら
れ
て
い
て
目
か
ら
鱗
で

す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
一

冊
で
す
。 

前
橋
と
も
さ
ん

な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
本

の
魅
力
は
ま
さ
に
言
葉
、
文

章
！　
「
面
白
い
」文
章
と
い

う
の
は
狙
っ
て
書
け
る
も
の

で
は
な
い
！　

川
添
さ
ん
の

文
章
は
笑
い
を
ガ
チ
で
狙
い

つ
つ
、
そ
の
潔
さ
が
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
素
で
笑
え
て

し
ま
う
ん
で
す
。
な
お
か
つ

世
の
中
に
溢
れ
て
い
る
言
葉

に
対
し
て「
あ
れ
？
」と
思
う

き
っ
か
け
を
く
れ
る
、
言
語

学
を
ち
ょ
っ
と
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
私
の
一
押

し
本
で
す
。 

永
井
温
子
さ
ん

第

2
位

第

3
位



松
本
俊
彦

み
す
ず
書
房 

２
８
６
０ 

円

『
誰
が
た
め
に
医
師
は
い
る  

ク
ス
リ
と
ヒ
ト
の
現
代
論
』

薬
物
は
絶
対
な
悪
で
あ
る
と
し
て
、
使
用
者

へ
の
偏
見
や
誤
解
の
強
い
日
本
社
会
。
し
か

し
、
そ
の
社
会
の
在
り
方
が
、
薬
物
依
存
症

患
者
の
孤
立
を
深
め
、
回
復
や
社
会
復
帰
を
妨
げ
て
し
ま
う
一
因
と
な

る
と
知
り
愕
然
と
し
た
。「
心
」の
治
療
の
た
め
に
は
、
安
心
し
て「
誰

か
」に
依
存
で
き
る
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
た
一
冊
。 

津
畑
優
子

第 

4 
位

國
分
功
一
郎
／
熊
谷
晋
一
郎

新
曜
社 

２
２
０
０ 
円

『〈
責
任
〉の
生
成  

中
動
態
と
当
事
者
研
究
』

中
動
態
と
当
事
者
研
究
と
い
う
こ
れ
ま
で
誰

も
触
れ
な
か
っ
た
切
り
口
か
ら
、「
い
つ
も

そ
こ
に
あ
り
な
が
ら
誰
も
気
に
掛
け
な
か
っ

た
」
問
題
群
を
地
上
に
引
っ
張
り
上
げ
た
。
一
度
そ
れ
に
気
づ
い
て
し
ま

う
と
、
既
存
の
問
題
群
も
別
の
光
を
帯
び
て
見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
。

異
分
野
の
若
き
研
究
者
同
士
の
対
話
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
喜
び
を
与
え

る
と
い
う
点
で
も
希
有
な
書
。 

白
石
正
明
さ
ん

第 

5 

位

マ
イ
ケ
ル・サ
ン
デ
ル
／
鬼
澤
忍（
訳
）

早
川
書
房 

２
４
２
０ 

円

『
実
力
も
運
の
う
ち  

能
力
主
義
は
正
義
か
？
』

い
ま
や
個
人
の
夢
を
意
味
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
も
か
つ
て
は
誰
に
と
っ
て
も
人
生
が

よ
り
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
言
葉

で
あ
っ
た
。
共
通
善
に
む
け
て
他
人
の
労
働
へ
の
敬
意
を
も
つ
こ
と
、
自

分
の
成
功
も
運
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
か
ら
驕
る
こ
と
な
く
謙
虚
で

い
る
こ
と
。
そ
ん
な
結
論
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
サ
ン
デ
ル
節
を
楽
し
む

本
。 

中
山
修
一
さ
ん

第 

6 

位

ア
ケ
ミ・ジ
ョ
ン
ソ
ン
／
真
田
由
美
子（
訳
）

紀
伊
國
屋
書
店 

２
５
３
０ 

円

『
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
夜  

基
地
の
町・沖
縄
に
生
き
る
女
た
ち
』

数
多
の
類
書
が
あ
る
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、

著
者
自
身
の
来
歴
に
よ
り
そ
れ
ら
と
は
一
線

を
画
し
て
い
る
。
問
題
の
大
き
さ
と
根
の
深

さ
を
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
手
法
で
描
く
こ
と
で
リ
ー
ダ
ビ
リ
テ
ィ
を
高

め
て
読
み
手
の
理
解
を
促
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
小
説
の
よ
う
に
体
温

を
感
じ
さ
せ
る
文
体
で
記
し
て
い
る
の
は
、
著
者
の
意
図
を
汲
み
取
っ
た

訳
者
の
手
腕
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
は
ず
だ
。 

伊
藤
弘
さ
ん

第 

7 

位

岩
間
一
弘

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会 

２
７
５
０ 

円

『
中
国
料
理
の
世
界
史  

美
食
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
え
て
』

国
家
か
ら
で
は
な
く
民
間
か
ら
世
界
中
へ
広

が
っ
た
中
国
料
理
。
各
国
に
根
付
い
た
中
国

料
理
に
ま
つ
わ
る
事
実
や
俗
説
の
真
偽
を
解

き
明
か
す
。
も
の
凄
い
情
報
量
に
中
国
料
理
の
偉
大
さ
と
著
者
の
労
力

に
頭
が
下
が
る
。「
食
」「
中
国
」「
歴
史
」が
一
つ
で
も
好
き
な
ら
ば
一
読

の
価
値
あ
り（
た
だ
し
５
０
０
ペ
ー
ジ
超
）。
ど
れ
も
大
好
物
な
自
分
は

読
む
こ
と
で
中
国
料
理
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

生
武
正
基

第 

8 

位

松
村
圭
一
郎

ミ
シ
マ
社 

１
９
８
０ 

円

『
く
ら
し
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
』

「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」と
聞
く
と
、
遠
い
世
界
の
こ

と
か
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
松
村
先
生

が
書
い
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の

身
近
な
話
で
す
。「
わ
た
し
」が「
く
ら
し
」

の
中
で
生
き
て
い
く
の
に
、
も
し
か
し
た
ら
ち
ょっ
と
暮
ら
し
や
す
く
な

る
か
も
し
れ
な
い「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」と
い
う
エ
ッ
セ
ン
ス
を
教
え
て
く
れ

る
、
あ
た
た
か
い
一
冊
で
す
。

 

岡
田
千
聖
さ
ん

第 

9 

位

小
川
公
代

講
談
社 

１
６
５
０ 

円

『
ケ
ア
の
倫
理
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
』

文
学
作
品
の
中
で
描
か
れ
て
き
た
は
ず
の
ケ

ア
の
価
値
は
、
時
代
的
風
潮
の
た
め
に
、
長

ら
く
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
は
、

そ
の
ケ
ア
と
い
う
概
念
を
通
し
て
文
学
作
品
の
再
解
釈
を
試
み
、
新
た
な

作
品
像
・
作
者
像
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
社
会
が
複

雑
化
し
、
多
様
な
価
値
観
が
浮
き
彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、
読
ま

れ
る
べ
き
一
冊
で
あ
る
。 

田
伏
也
寸
志

第 

10 

位

山
崎
孝
明

金
剛
出
版 

３
７
４
０ 

円

『
精
神
分
析
の
歩
き
方
』

堅
苦
し
い
本
が
多
い
業
界
で
す
が
、
読
み
や

す
い
タ
ッ
チ
で
若
者
が
触
れ
や
す
く
、
今
ま

で
あ
っ
た
ぼ
ん
や
り
と
し
た
困
り
ご
と
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
初
心
者
の
助
け
本
か
と
思
い
き
や
、

今
後
の
こ
と
や
自
分
の
考
え
や
立
ち
位
置
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
今

後
の
心
理
業
界
に
は
必
要
な
本
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

 

舟
崎
玲
子
さ
ん

第 

11 

位

渡
邉
雅
子

岩
波
書
店 

４
６
２
０ 

円

『「
論
理
的
思
考
」の
社
会
的
構
築

フ
ラ
ン
ス
の
思
考
表
現
ス
タ
イ
ル
と
言
葉
の
教
育
』

形
式
論
理
学
と
も
修
辞
学
と
も
異
な
る〈
思

考
表
現
ス
タ
イ
ル
〉と
い
う
独
自
の
論
理
的

次
元
を
確
認
し
、 

論
理
的
感
性
と
で
も
い
う

べ
き
感
覚
の
在
処
が
学
校
で
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育
に
あ
る
と
指
摘
す

る
。
仏
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
特
異
さ
を
紹
介
し
つ
つ
、
説
得
的

な
主
張
が
具
え
る
べ
き
型
を
暗
示
し
て
く
れ
る
。
望
ま
し
い
合
意
形
成
の

プ
ロ
セ
ス
に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
。 

井
村
直
道

第 

12 

位

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 2



フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・キ
ッ
ト
ラ
ー
／
大
宮
勘
一
郎・石
田
雄
一（
訳
）

イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト 

９
３
５
０ 

円

『
書
き
取
り
シ
ス
テ
ム
１
８
０
０・１
９
０
０
』

独
メ
デ
ィ
ア
学
の
泰
斗
キ
ッ
ト
ラ
ー
の
主
著
、

没
後
十
年
に
し
て
待
望
の
邦
訳
。
約
８
０
０

頁
の「
鈍
器
本
」な
が
ら
、
二
つ
の
世
紀
転
換

期
を
通
し
て
、
文
学
や
哲
学
の
失
わ
れ
た
黄
金
時
代
の
シ
ス
テ
ム
、
現
代

心
理
学
や
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る「
書
く
技
術
」の
変
容
に
迫
る
本
書

は
、
人
文
知
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
学
の
誕
生
の
記
念
碑
と
し
て
、
丹
念
な
訳

注
と
と
も
に
読
ん
で
時
を
忘
れ
た
。 

野
間
健
司

第 

13 
位

松
村
圭
一
郎
／
コ
ク
ヨ
野
外
学
習
セ
ン
タ
ー

黒
鳥
社 

２
２
０
０ 
円

『
働
く
こ
と
の
人
類
学【
活
字
版
】  

仕
事
と
自
由
を
め
ぐ
る
８
つ
の
対
話
』

1
つ
の
仕
事
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
、
将
来
の

た
め
に
我
慢
し
て
が
ん
ば
る
…
…
い
ま
の
日

本
社
会
で
な
ん
と
な
く「
当
た
り
前
」に
な
っ

て
い
る
価
値
観
や
考
え
方
が
あ
る
。
一
方
で
、
世
界
に
目
を
向
け
て
み

れ
ば
、
多
様
な
働
き
方
に
出
会
う
。
な
ぜ
働
く
の
か
、
ど
ん
な
ふ
う
に

働
く
の
か
、
そ
れ
は
生
き
方
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
な
あ
と
読
ん

で
い
て
思
う
。
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
版
も
あ
り
。

 

粕
谷
育
美
／
大
阪
第
一
営
業
部

第 

14 

位

ヘ
レ
ン・Ｓ・ペ
リ
ー
／
阿
部
大
樹（
訳
）

作
品
社 

２
９
７
０ 

円

『
ヒ
ッ
ピ
ー
の
は
じ
ま
り
』

原
書
の
刊
行
か
ら
50
年
以
上
経
っ
て
の
翻
訳

で
あ
る
が
、
時
が
経
つ
ほ
ど
か
え
っ
て
そ
の
意

義
は
い
や
増
し
、
コ
ロ
ナ
以
後
の
時
代
に
こ

れ
以
上
な
く
沿
っ
た
内
容
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
ヒ
ッ
ピ
ー
の
固
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
多
様
性
の
認
識
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
最
適

な
歴
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。 

小
山
大
樹

第 

15 

位

東
畑
開
人

文
藝
春
秋 

１
６
５
０ 

円

『
心
は
ど
こ
へ
消
え
た
？
』

臨
床
心
理
士
と
し
て
の
著
者
の
経
験
と
独
特

の
ユ
ー
モ
ア
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
物
語
は
、

人
間
模
様
を
鮮
明
に
映
し
出
し
、
様
々
な
感

情
に
出
入
り
し
つ
つ
、
美
し
い
あ
る
い
は
皮
肉
な
オ
チ
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
そ
し
て
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
著
者
と
登
場
人
物
と
の
傷

痕
と
と
も
に
深
く
心
に
残
る
。 

林
愛
希
生
／
札
幌
本
店

第 

16 

位

遠
藤
正
敬

青
土
社 

１
９
８
０ 

円

『
犬
神
家
の
戸
籍  

「
血
」と「
家
」の
近
代
日
本
』

探
偵
小
説
史
上
に
燦
然
と
輝
く
傑
作
に
し

て
、
市
川
崑
監
督
、
石
坂
浩
二
主
演
の
映
画

も
遍
く
知
ら
れ
る『
犬
神
家
の
一
族
』の
血
で

血
を
洗
う
凄
惨
な
物
語
と
そ
の
醍
醐
味
を
、「
戸
籍
」を
視
座
と
し
て
読

み
解
く
怪
著
に
し
て
快
著
。
ミ
ス
テ
リ
と
し
て
の
魅
力
と
と
も
に
、「
血
」

「
家
」と
い
っ
た
近
代
日
本
の
宿
痾
も
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

 

松
野
享
一

第 

17 

位

森
田
真
生

集
英
社 
１
７
６
０ 

円

『
僕
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か

言
葉
と
思
考
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
転
回
』

四
季
を
通
し
て
、
命
あ
る
も
の
と
の
営
み
を

つ
く
る
。
そ
し
て
日
々
の
暮
ら
し
を
、
点
で

は
な
く
線
で
捉
え
る
。
持
続
可
能
な
社
会
を

次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
実
践
書
。 

池
田
匡
隆

第 

18 

位

リ
ン・ス
タ
ル
ス
ベ
ル
グ
／
枇
谷
玲
子（
訳
）

柏
書
房 

２
４
２
０ 

円

『
私
は
い
ま
自
由
な
の
？  

男
女
平
等
世
界一の
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
直
面
し
た
現
実

』

各
種
指
標
か
ら「
世
界
一
男
女
平
等
な
国
」

と
言
わ
れ
、
手
厚
い
社
会
保
障
制
度
も
あ
り
、

日
本
で
は
理
想
郷
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と

も
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
だ
が
、
そ
の
実
態
は
？　
本
書
で
浮
き
彫
り
に
な
る

の
は
、
家
事
・
育
児
と
い
っ
た「
ケ
ア
労
働
」の
多
く
を
女
性
が
担
う
傾

向
は
不
変
の
ま
ま
、
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
の
み
を
絶
対
善
と
す
る
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
疲
弊
す
る
女
性
た
ち
の

姿
。
制
度
的
な
男
女
平
等
の
先
に
あ
る「
幸
せ
と
は
何
か
？
」を
考
え
る

契
機
と
な
る
一
冊
。 

花
田
葉
月

第 

19 

位

ア
リ
ス
＆
エ
ミ
リ
ー・ハ
ワ
ー
ス=

ブ
ー
ス
／
糟
野
桃
代（
訳
）

青
幻
舎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

２
２
０
０ 

円

『
プ
ロ
テ
ス
ト
っ
て
な
に
？  

世
界
を
変
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
』

ど
う
せ
世
界
は
変
え
ら
れ
な
い
…
…
そ
ん
な

暗
い
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
、
か

く
も
多
様
な
抵
抗
の
物
語
。
デ
モ
や
ス
ト
ラ

イ
キ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
生
活
に
密
着
し
た
抵

抗
の
可
能
性
に
、
勇
気
と
希
望
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

髙
部
知
史

第 

20 

位

赤
坂
憲
雄
／
藤
原
辰
史

岩
波
書
店 

１
９
８
０ 

円

『
言
葉
を
も
み
ほ
ぐ
す
』

歴
史
学
・
民
俗
学
の
領
域
を
越
え
て
交
わ
さ

れ
る
数
々
の
言
葉
。
往
復
書
簡
と
い
う
形
に

よ
っ
て
二
人
の
言
葉
の
あ
い
だ
に
は
時
間
が
お

か
れ
て
お
り
、
本
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
い
な
が
ら
、
本
当
に
手
紙
を
目

に
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
往
復
書
簡
の
中
に

は
私
た
ち
が
失
っ
て
い
る
も
の
が
無
数
に
存
在
し
、
綴
ら
れ
た
言
葉
が
そ

れ
以
上
の
言
葉
を
連
れ
て
く
る
、
ま
さ
に
言
葉
の
力
と
い
う
も
の
を
感
じ

ら
れ
る
一
冊
で
す
。 

東
二
町
順
也

第 

21 

位



哲
学
者
で
あ
る
著
者
が
こ
れ
ま
で
に
発
表
し

て
き
た
文
章
を
、「
災
厄
と
性
愛
」「
闘
争
と

統
治
」の
二
冊
に
ま
と
め
て
収
録
。
こ
の
四

つ
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

読
む
者
を
戸
惑
わ
せ
る
ほ
ど
の
批
判
的
な
論

考
が
並
ぶ
。
読
ん
で
も
何
も
安
心
で
き
な
い

と
い
う
意
味
で
人
を
思
考
に
促
す
。

 

藤
本
浩
介

小
泉
義
之

月
曜
社 

各 

２
８
６
０ 

円

『
災
厄
と
性
愛  

小
泉
義
之
政
治
論
集
成
Ⅰ
』

『
闘
争
と
統
治  

小
泉
義
之
政
治
論
集
成
Ⅱ
』

第 

22 
位

近
藤
俊
太
郎

法
藏
館 

８
２
５
０ 

円

『
親
鸞
と
マ
ル
ク
ス
主
義  

闘
争・イ
デ
オ
ロ
ギ
ー・普
遍
性
』

タ
イ
ト
ル
だ
け
で
し
び
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

思
想
が
い
か
に
近
現
代
日
本
に
抜
き
差
し
な

ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
き
た
か
が
明
ら
か
に
な

る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
上
原
専
禄（
熱
心
な
日
蓮
宗
徒
で
あ
る
が
）の

存
在
は
巨
大
で
あ
っ
た
と
改
め
て
敬
服
。 

大
籔
宏
一

第 

23 

位

北
澤
毅
／
間
山
広
朗

岩
波
書
店 

２
９
７
０ 

円

『
囚
わ
れ
の
い
じ
め
問
題  

未
完
の
大
津
市
中
学
生
自
殺
事
件
』

30
年
以
上
に
わ
た
る「
い
じ
め
問
題
」の
画
期

と
な
っ
た「
大
津
市
い
じ
め
自
殺
事
件
」に
、

後
期
ク
イ
ー
ン
的
問
題
が
炸
裂
す
る
。
表
題
の

「
囚
わ
れ
」と
副
題
の「
未
完
」の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
読
者

の「
い
じ
め
観
」は
一
変
す
る
に
違
い
な
い
。 

松
野
享
一

第 

24 

位

コ
リ
ン・ウ
ッ
ダ
ー
ド
／
大
野
晶
子（
訳
）

パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ 

４
１
８
０ 

円

『
海
賊
共
和
国
史  

１
６
９
６ｰ

１
７
２
１
年
』

こ
の
タ
イ
ト
ル
と
、
装
丁
の
ド
ク
ロ
マ
ー
ク
、

こ
の
分
厚
さ（
５
１
２
ペ
ー
ジ
）。
出
会
っ
て

し
ま
っ
た
ら
手
に
取
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
一

時
は
英
国
や
ス
ペ
イ
ン
の
海
軍
の
勢
力
を
も
凌
い
だ
海
賊
た
ち
の
や
ん

ち
ゃっ
ぷ
り
に
惹
か
れ
る
。 

森
永
達
三

第 

25 

位

與
那
覇
潤

文
藝
春
秋 

２
２
０
０ 

円

『
平
成
史
─
昨
日
の
世
界
の
す
べ
て
』

時
間
的
・
心
理
的
な「
近
さ
」だ
け
が
、
平
成

と
い
う
時
代
の
見
通
し
の
悪
さ
の
要
因
な
の

だ
ろ
う
か
。
55
年
体
制
が
崩
れ
、
新
た
な
風

が
吹
き
込
む
政
治
状
況
。
華
や
か
な
知
識
人
と
昭
和
の
名
残
。
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
と
い
う
地
下
水
脈
が
社
会
へ
と
浸
潤
し
て
い
く
様
。
そ
れ
ら
を

分
野
横
断
的
に
語
り
直
す
こ
と
で
、
よ
う
や
く
私
た
ち
は
昨
日
の
世
界

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

中
島
宏
樹

第 

26 

位

吉
田
敬

勁
草
書
房 

２
４
２
０ 

円

『
社
会
科
学
の
哲
学
入
門
』

「
社
会
」を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
こ
の
根
源
に

「
社
会
科
学
の『
哲
学
』」と
し
て
迫
っ
て
い

く
、
画
期
的
テ
キ
ス
ト
。
学
生
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
社
会
観
を
鍛
え
る
た
め
に
広
く
読
ま
れ
る
価
値
の
あ
る
一
冊
。

 

大
籔
宏
一

第 

27 

位

中
村
佑
子

集
英
社 

２
４
２
０ 

円

『
マ
ザ
リ
ン
グ  

現
代
の
母
な
る
場
所
』

無
償
の
愛
、
自
己
犠
牲
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

を
彷
彿
と
さ
せ
る「
母
性
」と
い
う
言
葉
。

著
者
は
、
旧
来
の
そ
の
定
義
を
解
体
し
、
圧

倒
的
に
管
理
さ
れ
暴
力
的
な
ほ
ど
ク
リ
ー
ン
な
都
市
と
労
働
空
間
が
広
が

る
こ
の
社
会
に
お
い
て
、
行
き
場
の
な
い
、
弱
い
身
体
を
持
つ
者
の
居
場

所
を
考
え
る
。
性
別
、
年
齢
、
子
ど
も
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
。 

津
畑
優
子

第 

28 

位

永
井
玲
衣

晶
文
社 

１
７
６
０ 

円

『
水
中
の
哲
学
者
た
ち
』

読
ん
だ
後
に
、
し
み
じ
み
と
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
水
中
」が
ぴ
っ
た
り
な
ん
だ
な
ぁ
と
気
持
ち

よ
く
思
う
。「
わ
か
ら
な
い
」
人
た
ち
が
、
同

じ
海
で
立
ち
泳
ぎ
し
て
い
る
か
ん
じ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
誰
も
が
そ
れ
ぞ

れ
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
笑
っ
ち
ゃ
う
こ
と
も
多
く
て
、
遠
く

の
誰
か
で
は
な
く
、
縁
し
た
身
近
な
人
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
な
と
思

う
作
用
が
あ
る
本
で
し
た
。

 

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
ピ
ー
・
ク
リ
ー
ム
ド
ー
ナ
ド
ナ
ド
ー
ナ
ド
ナ
さ
ん

第 

29 

位

綿
野
恵
太

晶
文
社 

１
８
７
０ 

円

『
み
ん
な
政
治
で
バ
カ
に
な
る
』

人
間
の
認
知
に
は
特
有
の
バ
グ
が
有
る
。
こ

れ
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
に
す
る
こ
と
で

「
み
ん
な
政
治
で
バ
カ
に
な
る
」。
我
々
は

知
識
で
パ
ッ
チ
を
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
話
は
そ
れ
か
ら
だ
。
こ
の

本
は
我
々
に
議
論
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
新
し
く
引
い
て
く
れ
る
。

 

郡
司
恵
太
さ
ん

第 

30 

位

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 2



橋
迫
瑞
穂

集
英
社 

９
４
６ 

円

『
妊
娠・出
産
を
め
ぐ
る

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』

「
子
宮
系
」「
胎
内
記
憶
」「
自
然
な
お
産
」と
い
っ
た
、
妊

娠
・
出
産
に
関
わ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ

の
受
容
を
、
批
判
的
か
つ
内
在
的
な
視
座
か
ら
理
解
し
、
分

析
す
る
、
社
会
学
の
お
手
本
と
い
う
べ
き
一
冊
。
読
み
た
く

な
ー
れ
、
萌
え
萌
え
キ
ュ
ン
♡

 

松
野
享
一
／
学
術
和
書
部

デ
ラ
ル
ド・ウ
ィ
ン・ス
ー
／
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
会（
訳
）

明
石
書
店 

３
８
５
０ 

円

『
日
常
生
活
に
埋
め
込
ま
れ
た

マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョン　

   

人
種
、ジ
ェン
ダ
ー
、性
的
指
向
：

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
向
け
ら
れ
る
無
意
識
の
差
別
』

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
い
た
っ
て
普
通
な
感
覚
・
見
方
・

意
識
か
ら
の
言
動
が
、
実
は
他
者
を
排
除
し
う
る
と
い
う
可

能
性
に
行
き
当
た
っ
た
時
、
冷
や
汗
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

多
様
性
を
重
視
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
必
読
の
一
冊
。
日

本
社
会
に
つ
い
て
言
及
し
た
訳
者
あ
と
が
き
も
秀
逸
。

 

津
畑
優
子
／
学
術
和
書
部

エ
ッ
カ
ー
ト・フ
ェ
ル
ス
タ
ー
／
三
重
野
清
顕・佐
々
木
雄
大・

池
松
辰
男・岡
崎
秀
二
郎・岩
田
健
佑（
訳
）

法
政
大
学
出
版
局 

６
１
６
０ 

円

『
哲
学
の
25
年  

体
系
的
な
再
構
成
』

哲
学
は
カ
ン
ト
が
始
め
ヘ
ー
ゲ
ル
が
終
わ
ら
せ
た
？　
本

人
た
ち
の
言
い
分
で
は
哲
学
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
相
当
す

る
１
７
８
１

－

１
８
０
６
年
の
思
考
を
追
体
験
す
る
、
面
白

く
て
本
格
的
な
哲
学
書
。
下
手
に
入
門
書
を
読
む
よ
り
、
ド

イ
ツ
観
念
論
の
生
成
発
展
の
ド
ラ
マ
が
入
っ
て
く
る
。
ゲ
ー

テ
や
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
る
補
助
線
も
、
哲
学
を
越
え
る
人
文
的

関
心
に
広
く
訴
え
る
読
み
ど
こ
ろ
。

 

野
間
健
司
／
学
術
洋
書
部

小
野
正
嗣

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

２
０
９
０ 

円

『
歓
待
す
る
文
学
』

本
作
の
著
者
で
あ
る
小
野
正
嗣
は
、
文
学
作
品
そ
の
も
の

を
擬
人
化
し
て「
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
誰
か
を
歓
待
し
た
く

て
た
ま
ら
な
い
の
で
す
」と
い
う
。
本
作
で
は
国
内
外
16
編

の
文
学
作
品
と
著
者
の
あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
も
て
な
し
は
、
読
者
で
あ
る
私
た
ち
へ
開
か
れ

る
こ
と
で
完
成
す
る
。

 

花
田
葉
月
／
デ
ジ
タ
ル
情
報
営
業
部

吉
川
一
義

岩
波
書
店 

９
６
８ 

円

『『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』へ
の
招
待
』

『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』は
20
世
紀
文
学
の
傑
作
と
称

さ
れ
る
。
し
か
し
、
通
読
す
る
に
は
あ
ま
り
に
長
く
、
難
解

で
も
あ
る
。
そ
う
躊
躇
う
読
者
を
、
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
の
泰

斗
が
作
品
世
界
へ
誘
う
。
記
憶
や
時
間
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

基
調
と
し
、
社
交
界
、
ユ
ダ
ヤ
、
同
性
愛
、
サ
ド
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
を
作
家
が
描
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
一
人
称
の
語
り
手
を
選

び
、
比
喩
を
多
用
す
る
意
図
と
は
。『
失
わ
れ
た
時
』と
い

う
大
海
へ（
再
び
）漕
ぎ
出
す
た
め
の
、
心
強
い
羅
針
盤
。

 

田
伏
也
寸
志
／
Ｅ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
部

妊
娠
・
出
産
の
場
面
で
胎
内
記
憶
や
自
然
な
お
産
な
ど
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
言
説
が
巷
に
あ
ふ
れ
る
今
日
の
社
会
。
抑

圧
さ
れ
て
き
た
女
性
の
自
由
意
志
を
尊
重
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

は
な
ぜ
受
け
皿
に
な
れ
て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
ま
で
見
落
と

さ
れ
て
き
た
社
会
現
象
に
光
を
当
て
て
く
れ
る
1
冊
。

 

井
村
直
道
／
水
戸
営
業
所

大
塚
英
志

筑
摩
書
房 

１
９
８
０ 

円

『「
暮
し
」の
フ
ァ
シ
ズ
ム

戦
争
は「
新
し
い
生
活
様
式
」の
顔
を
し
て
や
っ
て
き
た
』

コ
ロ
ナ
禍
で
最
も
目
に
し
た
言
葉「
新
し
い
生
活
様
式
」と

銘
打
っ
た
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
、
著
者
は
戦
時
中
と

の
類
似
性
を
指
摘
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち

に「
国
家
総
動
員
体
制
」を「
自
発
的
」に
受
け
入
れ
て
い
た

（
い
る
）の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
一
冊
で
し
た
。

 

滋
野
峻
也
／
静
岡
営
業
部

村
上
靖
彦

青
土
社 

２
６
４
０ 

円

『
交
わ
ら
な
い
リ
ズ
ム

出
会
い
と
す
れ
違
い
の
現
象
学
』

我
々
が
巡
り
合
う「
生
の
リ
ズ
ム
」を
主
軸
と
し
て
、
臨
床

の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
精
緻
に
分
析
し
、
さ
ら
に
は
文
学
や
哲
学
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
歌
／
音
楽
よ
り
読
み
取
れ
る
も
の
か
ら

思
考
し
た
、「
ケ
ア
」は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
挑

ん
だ
結
晶
。
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
や
思
想
を
波
の
よ
う
に
編

み
込
ん
だ
構
成
そ
の
も
の
が
、
本
書
の
鍵
概
念
で
あ
る
ポ
リ

リ
ズ
ム
を
体
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

土
井
一
輝
／
中
部
営
業
部

森
田
伸
子

勁
草
書
房 

２
４
２
０ 

円

『
哲
学
か
ら〈
て
つ
が
く
〉へ
！

対
話
す
る
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
』

哲
学
的
な
対
話
が「
子
ど
も
で
も
で
き
る
」で
は
な
く「
子

ど
も
だ
か
ら
で
き
る
」の
で
は
な
い
か
？　
と
い
う
逆
説
的
な

問
い
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
正
解
の
な
い
困
難
な
課
題
に
向

き
合
う
意
味
・
力
を
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

 

髙
部
知
史
／
京
都
営
業
部

じ ん ぶ ん 大 賞 選 考 委 員 が 選 ぶ！ 選 外 こ の 一 冊



松野享一 学術和書部

津畑優子 学術和書部

野間健司 学術洋書部

花田葉月 デジタル情報営業部

田伏也寸志 ECサービス部

井村直道 水戸営業所

滋野峻也 静岡営業部

土井一輝 中部営業部

髙部知史 京都営業部

小山大樹 札幌本店

林下沙代 札幌本店

生武正基 新宿本店

東二町順也 新宿本店

中島宏樹 横浜店

森永達三 本町店

池田匡隆 ゆめタウン下松店

大籔宏一 ゆめタウン徳島店

藤本浩介 シンガポール本店

［事務局］
池田飛鳥 和書販売促進部 

大田光穗 ブランド事業推進部 

柾谷大地 ブランド事業推進部 

＜じんぶん大賞2022選考委員＞ 

岡
﨑
乾
二
郎

亜
紀
書
房 

３
９
６
０ 

円

『
感
覚
の
エ
デ
ン
』

原
発
、
教
育
、
道
元
、
ウ
ナ
ギ
イ
ヌ
…
…
幅
広
い
分
野
を

精
緻
な
眼
差
し
で
捉
え
る
稀
代
の
批
評
家
・
岡
﨑
乾
二
郎
に

よ
る
批
評
選
集
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
・
場
所
・
媒
体
で
紡
が

れ
て
き
た
批
評
文
は
、
図
ら
ず
も
方
法
論
と
し
て
の
芸
術
を

確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
は
著
者
自
身
が
制
作
者
で
あ
る
か
ら

こ
そ
為
せ
る
業
だ
と
思
う
。 
小
山
大
樹
／
札
幌
本
店

小
田
原
の
ど
か

講
談
社 

１
４
３
０ 
円

『
近
代
を
彫
刻
／
超
克
す
る
』

近
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
の
場
に

建
て
ら
れ
て
い
る「
彫
刻
」。
彫
刻
家
で
あ
り
批
評
家
で
あ
る

著
者
は
、
そ
れ
が
建
て
ら
れ
た
社
会
的
背
景
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
い
く
こ
と
で
、
現
在
に
も
続
く
様
々
な
問
題
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
見
慣
れ
た
風
景
が
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
み
え
て

く
る
、
と
て
も
刺
激
的
な
一
冊
で
す
。

 

林
下
沙
代
／
札
幌
本
店

尾
脇
秀
和

筑
摩
書
房 

１
０
３
４ 

円

『
氏
名
の
誕
生  

江
戸
時
代
の
名
前
は
な
ぜ
消
え
た
の
か
』

こ
こ
百
五
十
年
足
ら
ず
で
こ
う
ま
で
名
前
の
常
識
が
変
化

し
て
い
た
の
は
驚
き
だ
。『
常
識
』は
疑
い
に
く
い
と
は
い

え
、
こ
こ
ま
で「
名
」の
変
遷
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
集
団
で
健
忘
症
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

意
図
し
て
隠
さ
れ
て
も
い
な
い
の
に
な
ぜ
か
見
え
て
い
な
か
っ

た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
新
書
と
は
い
え
人
文
書
の
醍
醐

味
を
あ
じ
わ
え
る
。 

生
武
正
基
／
新
宿
本
店

ジ
ェ
ー
ム
ス・モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
／
田
邊
雅
之（
訳
）

カ
ン
ゼ
ン 

２
７
５
０ 

円

『ULTRA
S

  

世
界
最
凶
の
ゴ
ー
ル
裏
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』

世
界
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
内
容
と
は
別
の
目
的
で
熱
狂

す
る
フ
ァ
ン
が
い
る
。
彼
ら
は「
ウ
ル
ト
ラ
ス
」と
呼
ば
れ
、

国
家
に
よ
り
時
に
利
用
さ
れ
都
合
の
悪
い
時
に
は
粛
清
の
対

象
に
も
さ
れ
る
。
本
書
は
単
な
る
サ
ッ
カ
ー
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
と
国
家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

 

東
二
町
順
也
／
新
宿
本
店

グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル・シ
ャ
マ
ユ
ー
／

平
田
周・吉
澤
英
樹・中
山
俊（
訳
）

明
石
書
店 

２
６
４
０ 

円

『
人
間
狩
り  

狩
猟
権
力
の
歴
史
と
哲
学
』

狩
る
人
間
と
狩
ら
れ
る
人
間
。
そ
の
両
者
の
隔
た
り
を
絶

え
ず
創
造
し
て
き
た
狩
猟
権
力
の
歴
史
は
、
西
洋
政
治
思
想

史
に
お
け
る
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
存
在
し
な

い
は
ず
の
差
異
に
よ
る
、
人
々
を
監
視
し
、
追
跡
し
、
排
外

す
る
た
め
の
様
々
な
技
術
と
権
力
。
そ
れ
ら
が
私
達
の
歴
史

に
お
い
て
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
本
書
が

あ
り
あ
り
と
描
き
出
し
て
い
る
。 

中
島
宏
樹
／
横
浜
店

ヴ
ァ
レ
リ
ー・ハ
ン
セ
ン
／
赤
根
洋
子（
訳
）

文
藝
春
秋 
２
４
２
０ 

円

『
西
暦
一
〇
〇
〇
年グロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
の
誕
生
』

あ
る
場
所
で
起
き
た
こ
と
が
、
遠
く
離
れ
た
別
の
地
域
に

影
響
を
与
え
る
と
い
う
現
象
が
地
球
規
模
に
及
ん
だ（
＝
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）の
が
こ
の
西
暦
１
０
０
０
年
の
時
代

だ
っ
た
。
そ
れ
は
輪
作
な
ど
農
業
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
生
産

量
が
増
え
、
余
剰
生
産
物
の
交
易
が
増
え
た
こ
と
に
起
因
す

る
が
、
海
図
も
羅
針
盤
も
持
た
ず
に
広
大
な
海
に
漕
ぎ
出
し

た
人
類
の
偉
業
に
思
い
を
馳
せ
る
一
冊
。

 

森
永
達
三
／
本
町
店

ロ
ナ
ル
ド・Ｊ・サ
イ
ダ
ー
／
後
藤
敏
夫（
解
説
）／
御
立
英
史（
訳
）

あ
お
ぞ
ら
書
房 

２
８
６
０ 

円

『
イ
エ
ス
は
戦
争
に
つ
い
て
何
を
教
え
た
か

暴
力
の
時
代
に
敵
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
』

聖
書
を
読
み
抜
く
、
イ
エ
ス
の
言
葉
を
考
え
抜
く
。
こ
の

真
摯
な
姿
勢
に
心
打
た
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

 

大
籔
宏
一
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
店

中
島
岳
志・若
松
英
輔・國
分
功
一
郎・磯
﨑
憲
一
郎
／
伊
藤
亜
紗（
編
）

集
英
社 

９
２
４ 

円

『「
利
他
」と
は
何
か
』

人
が
他
者
と
関
わ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
必
ず
意
外
性
が
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
を
浴
び
る“
利
他
”の
概
念
が
様
々

な
分
野
か
ら
論
じ
ら
れ
た
良
書
だ
っ
た
。

 

池
田
匡
隆
／
ゆ
め
タ
ウ
ン
下
松
店

田
中
純

岩
波
書
店 

５
３
９
０ 

円

『
デ
ヴ
ィ
ッ
ド・ボ
ウ
イ  

無
を
歌
っ
た
男
』

デ
ヴ
ィッ
ド
・
ボ
ウ
イ
の
全
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
全
作
品
を
、

歌
詞
と
音
楽
、
フ
ァッ
シ
ョ
ン
と
発
言
・
演
奏
活
動
全
て
を
含

む
も
の
と
し
て
詳
細
に
分
析
。
個
人
と
社
会
、
芸
術
と
政
治

が
不
可
分
に
絡
み
合
い
、
多
様
で
複
雑
な
面
を
見
せ
る
作
品

を
そ
の
ま
ま
複
雑
さ
の
う
ち
に
と
ら
え
つ
つ
、
鋭
い
批
評
を

加
え
て
い
く
圧
巻
の
仕
事
。

 

藤
本
浩
介
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
本
店

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 2


